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一中・二中統合に向けて一中・二中統合に向けて
So let's make this one memorable year!So let's make this one memorable year!
だ か ら、 今 年 は 想 い 出 に 残 る 1 年 に し よ う ね！だ か ら、 今 年 は 想 い 出 に 残 る 1 年 に し よ う ね！

各中学校今年で最後の入学式
（4月6日　写真左 :阿南第一中学校新入生31人、写真右 :阿南第二中学校新入生3人）
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総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

　

3
月
9
日
㈪
午
後
1
時
30
分

よ
り
、
協
議
会
室
に
お
い
て
開

催
。
付
託
案
件
9
件
の
審
査

後
、
委
員
会
よ
り
民
生
課
、
教

育
委
員
会
へ
の
質
疑
討
論
が
行

わ
れ
た
。

●

議
案
第
12
号　
国
民
健
康
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

●

議
案
第
13
号　
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

●

議
案
第
14
号　
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
に

つ
い
て

●

議
案
第
15
号　
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
に
つ
い

て●

議
案
第
16
号　
学
校
給
食
費

等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

●

議
案
第
29
号　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
阿
南
町
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●

議
案
第
30
号　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
和
合
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●

議
案
第
31
号　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
新
野
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

●

議
案
第
32
号　
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
は
な
の
き

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

以
上
9
件
審
査
の
結
果

　
　
　

原
案
可
決
す
べ
き
も
の

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

●

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

●

指
定
管
理
の
指
定
に
つ
い
て

（
多
目
的
交
流
促
進
施
設
）

●

阿
南
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

●

和
合
辺
地
対
策
総
合
整
備
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

●

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

●

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ

い
て
（
２
件
）

　

以
上
９
件
審
査
の
結
果

　
　
　
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

　

３
月
９
日
㈪
午
前
９
時
30
分

か
ら
協
議
会
室
に
於
い
て
開

催
。
付
託
案
件
９
件
を
審
査
し

た
。

●

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者

の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

●

職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例

主
な
審
査
内
容

主
な
審
査
内
容

　

第
２
回
議
会
定
例
会
は
、
令

和
８
年
３
月
３
日
㈫
開
会
。
９

日
㈪
に
総
務
産
業
建
設
常
任
委

員
会
、
社
会
文
教
常
任
委
員

会
、
11
日
㈬
に
予
算
決
算
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
本
会
議

は
17
日
㈫
に
再
開
。
提
案
さ
れ

た
案
件
は
、
専
決
処
分
事
項
報

告
、
条
例
改
正
４
件
、
補
正
予

算
４
件
、
新
年
度
予
算
６
件
。

指
定
管
理
者
の
指
定
５
件
、
町

道
の
認
定
等
そ
の
他
５
件
、
人

権
擁
護
委
員
の
推
薦
１
件
。
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
（
承

認
）
さ
れ
た
。

　

な
お
可
決
の
内
、
Ｈ
Ｈ
Ｏ

シ
ェ
ル
タ
ー
カ
プ
セ
ル
ド
ー
ム

等
備
品
購
入
１
，
３
９
１
万
5

千
円
に
関
す
る
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
8
号
）
は
開
会
日
可

決
後
、
㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
レ
メ

ン
ト
か
ら
の
財
産
取
得
を
再
開

日
可
決
。

※�

詳
細
は
広
報
あ
な
ん
令
和
８

年
４
月
号
参
照

第
１
回
議
会
臨
時
会

　

第
1
回
議
会
臨
時
会
は
、
令

和
8
年
2
月
3
日
㈫
開
会
。
衆

議
院
選
挙
に
関
す
る
専
決
補
正

予
算
承
認
1
件
、
条
例
改
正
4

件
、
補
正
予
算
4
件
。

い
ず
れ
の
案
件
と
も
人
事
院
勧

告
に
伴
う
給
与
改
正
等
に
係
る

も
の
で
全
て
可
決
さ
れ
た
。

※
町
広
報
あ
な
ん
３
月
号
２
頁
参
照

高圧水素酸素シェルター
カプセルドーム

カ
プ
セ
ル
内
部

第
２
回
議
会
定
例
会（
３
月
） 

報
告

教育委員会へ
◆子ども家庭センター
　設置の予定は
　18歳までの子どもと妊産婦、子育て家
庭を対象に母子保健と児童福祉の両面か
ら切れ目ない相談支援を行う市町村窓口
となる子ども家庭センターは、母子保健
で民生課の保健師も加わって頂き、令和
8年度中には立ち上げたい。
◆学童予約システムが使いにくい
　メンテナンス期間使用不可となるた
め、２学期から使えるよう、令和 8年度
中に改修予定。

民 生 課 へ
◆健康推進委員制度の見直しが必要では
　任期 2年で、健康の集い開催と健診希
望表集めの他、年間 2～ 3回会議と歩い
て健康大会参加や運営手伝い。負担の多
い集いは、阿南病院出前講座の活用と合
同開催を提案し、健診希望表の収集方法
については来年度に向けて検討するが、
一度に変えてしまう予定はない。

社会文教委員会質疑

「
起
債
と
償
還
」

　「起
債
」は
地
方
債
と
も
言
い
、

自
治
体
の
借
金
。道
路
や
施
設
整
備
事
業
の
財
源

と
し
て
利
用
で
き
、返
済
時
に
国
の
優
遇
措
置
も

見
込
め
、施
設
等
の
将
来
利
用
者
に
も
公
平
に
負

担
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
。

　「償
還
」は
自
治
体
が
元
金
と
利
子
を
返
済
す

る
こ
と
。
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小中学校へのエアコン設置は以
小中会議室等エアコン設置

　　各小中学校の会議室や特別教室。
補助金2種類あり、体育館なら防災

関係、校内は学校施設整備関係となるが、下
限額あり、今回下回ってしまい町単独実施。

令和７年度下水道事業会計
補正予算（第２号）

前から言っている体育館用か？また、補
助金利用は？

以
上

補
正
予
算
４
件
の

審
査
結
果
は
、

原
案
可
決

す
べ
き
も
の

※広報あなん３月号７頁参照 令和 7年度　振興課関係指定管理施設補填内訳 （単位：円）

主な審査内容

答答 　過去の消費税誤りの差額部分
約 667 万円は、町が本来負担す

べきで、支払い発生。その他延滞税約
14万円は、不備責任により全額業者負
担。

令和７年度簡易水道事業会計
補正予算（第５号）

問問 積算不備で追加消費税発生積算不備で追加消費税発生

歳入歳出（現金換算）
金 561 万 6 千円追加補正
　　　（総額 3 億 2,955 万 5 千円）
積算誤りによる消費税修正申告の
増差税額による増額

　令和 5 年度からの公会計システム移管
時、業者の積算不備で消費税積算にも影
響。今回過去にさかのぼり消費税支払い
となった。本来払うべきと理解するが業
者負担分説明を？

積算誤りによる消費税修正申告の
増差税額による増額

主な審査内容

答答 　下水道事業は、令和 5・6年
度インボイス特例で簡易課税扱

いでき、税額おさえられたが、過去に
さかのぼれず原則課税となったため、
追加分約 519 万円のうち、差額約 385
万円業者負担。延滞税約 11万円も不
備責任により全額業者負担。

　簡易水道事業会計同様、公会計システム
移管時、業者の積算不備で消費税積算影響。
簡易課税選択できなかったのか説明を？

問問 簡易水道同様に消費税発生簡易水道同様に消費税発生

歳入歳出（現金換算）
金 530 万 9 千円追加補正
　　 （総額 1 億 9,712 万 4 千円）

主 な 審 査 内 容

　3月11日（水）午前9時から16時半まで
協議会室にて開催。付託案件 10件につい
て審査した。

歳入の主なもの

歳出の主なもの

　地方交付税他増額、施設使用料減額
　財政調整基金他積立、社会福祉協議会運営補助、道の駅運営業務委託料、食彩館運営業務
委託料、なんぐうマート運営業務委託料、ゆぅゆ～らんど阿南運営業務委託料、町道新設（荒
木）工事費、町内 3小中学校エアコン設置工事ほか

令和7年度一般会計補正予算（第９号）

歳入歳出 9,180 万 8 千円減額補正
（総額 56 億 9,398 万 2 千円）

町内４施設
指定管理施設（振興課系列）
経営赤字補填・使用料減免

予算決算常任委員会

主な審査内容

歳入歳出
120 万円追加補正

（総額 8 億 6,146万 3 千円）
地域支援事業の利用増に
よる増額

令和７年度
介護保険特別会計
補正予算（第５号）

特になし

問問

答答

問問
答答

本年度出生数見込みは？

令和7年度出生見込み数は、15名。

令和７年度出生見込15名

　　今年度基準も含め、物価高騰等で今年度基準も含め、物価高騰等で
光熱水料変動、売上等も変動あるの光熱水料変動、売上等も変動あるの
で金融機関とも精査していく。で金融機関とも精査していく。

4 施設（ゆぅゆ～らんど阿南、4 施設（ゆぅゆ～らんど阿南、
振興課指定管理赤字補填振興課指定管理赤字補填問問

答答

食彩館、なんぐうマート、道の駅）の赤食彩館、なんぐうマート、道の駅）の赤
字補填として運営委託料を前年度光熱水字補填として運営委託料を前年度光熱水
料を基準で支払うこととし、かつ施設使料を基準で支払うこととし、かつ施設使
用料も95％免除。町は今以上にチェック用料も95％免除。町は今以上にチェック
体制等強化する必要性があるのでは？体制等強化する必要性があるのでは？

　医療関係修学資金の申請は
「０」。奨学金の返還関係は９名。

医療職就学資金利用度は？問問
答答

医療職関係の就学資金や奨学金
返還関係の利用は？

施　設　名 R7指定管理料
（町から指定管理者へ )

R7 施設使用料（指定管理者から町へ）
減免前 減免する額 減免後

ゆぅゆ～らんど阿南 24,033,000 2,000,000 1,900,000 100,000
あなん食彩館 3,800,000 1,000,000 950,000 50,000
道の駅 9,400,000 3,600,000 3,420,000 180,000

なんぐうマート 3,500,000 1,617,000 1,536,150 81,850



4

　　現在、補助外の個人負担分と区要望の道路沿い現在、補助外の個人負担分と区要望の道路沿い
ライフラインの支障木伐採等に利用。検討する。ライフラインの支障木伐採等に利用。検討する。

　国から毎年入る森林環境譲与税 3 千万円程の　国から毎年入る森林環境譲与税 3 千万円程の
現在の充当先が、森林組合実施の国県等の補助現在の充当先が、森林組合実施の国県等の補助
事業の造林事業の個人負担分補填とライフライ事業の造林事業の個人負担分補填とライフライ
ン（支障木伐採）等であるが、国県補助対象外ン（支障木伐採）等であるが、国県補助対象外
森林の間伐・造林等も計画対象とすべきでは？森林の間伐・造林等も計画対象とすべきでは？

森林環境譲与税の使途は？森林環境譲与税の使途は？問問

答答

かじかの湯の改修内容は？

かじかの湯裏
舗装整備

答答 　化石展示館裏の池を埋立
てて、かじかの湯裏まで全

面舗装計画。男女浴室内扉修繕。
キャンプ場防災吹付。

問問

　新野のコンビニは当初から経営に
疑問の声があったが、町への土地使
用料減額する理由は。

新野コンビニ土地代減免⁉

答答 　昨年、経営側から補填要望があ　昨年、経営側から補填要望があ
り、検討してきた。新野地区の買り、検討してきた。新野地区の買

い物弱者対策もあり、指定管理でないのい物弱者対策もあり、指定管理でないの
で補填は無理とし、土地使用料は 95％ 5で補填は無理とし、土地使用料は 95％ 5
年間減免（令和 8年度から）とした。年間減免（令和 8年度から）とした。

問問

歳出の主な新規事業 介護職員等就労定着事業補助、新野へき地診療所公営化、HHOライフセンター運営事
業、富草寮ほか LED化、中学校統合関連事業、保育園小中学校給食費無償化ほか

令和８年度一般会計当初予算 歳入歳出総額 44 億 2 千万円
骨格予算とはいえ
未 来 に 向 け た 新 規 事 業 も

主 な 審 査 内 容

新野診療所公営となるがどう変わるか？新野診療所公営となるがどう変わるか？
新野診療所町運営形態は？新野診療所町運営形態は？問問

　　患者さん側からは変わらず運営。診患者さん側からは変わらず運営。診
療所収入は町収入となり、現医師は町療所収入は町収入となり、現医師は町
と委託契約、看護師と医療事務従事者と委託契約、看護師と医療事務従事者答答

は町会計年度任用職員としてそのまま勤務。は町会計年度任用職員としてそのまま勤務。
他の診療所との薬剤共同購入等開始。将来的他の診療所との薬剤共同購入等開始。将来的
にどちらかの医師不在時に代わってオンライにどちらかの医師不在時に代わってオンライ
ン診療等導入も考えられる。ン診療等導入も考えられる。

　　吸入機は従来同様 500 円 / 回。カプセルシェルターは吸入機は従来同様 500 円 / 回。カプセルシェルターは
4,000 円 / 回（一人でも二人でも）。どちらも所要時間は約4,000 円 / 回（一人でも二人でも）。どちらも所要時間は約
50 分。なお、和合、新野も吸入機 (2 人用 ) を設置予定。50 分。なお、和合、新野も吸入機 (2 人用 ) を設置予定。

　HHO ライフセンター 7 月開設となるが、　HHO ライフセンター 7 月開設となるが、
利用料はどうなるのか？利用料はどうなるのか？

HHO ライフセンターHHO ライフセンター
運営について運営について

（富草診療所併設）（富草診療所併設）問問

答答

問問

　　宿泊税は、一人一泊素泊まり 6宿泊税は、一人一泊素泊まり 6
千円以上が対象で 300 円。キャ千円以上が対象で 300 円。キャ
ンプ場コテージは対象施設だンプ場コテージは対象施設だ答答

が、5 千円なので対象外。（かじかの湯が、5 千円なので対象外。（かじかの湯
コテージは対象。）また、県の宿泊税収コテージは対象。）また、県の宿泊税収
入は各市町村にも分配、宿泊関係施設入は各市町村にも分配、宿泊関係施設
へ充当可能で今回キャンプ場等草刈りへ充当可能で今回キャンプ場等草刈り
用自走式草刈機2台購入計画分を計上。用自走式草刈機2台購入計画分を計上。

かじかの湯かじかの湯
キャンプ場キャンプ場

二瀬キャンプ場二瀬キャンプ場

キャンプ場使用料キャンプ場使用料
宿泊税は宿泊税は

町のキャンプ場使用料は県宿泊税対象か？町のキャンプ場使用料は県宿泊税対象か？
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　　町単独機械導入と施設整備支援 1,440 万円を、富草地区で認定農業者町単独機械導入と施設整備支援 1,440 万円を、富草地区で認定農業者
設立予定の新規株式会社に約 940 万円、合同会社阿南食品（南信州菓子設立予定の新規株式会社に約 940 万円、合同会社阿南食品（南信州菓子
工房）に 500 万円を計上。阿南食品は国の効率化等支援事業 660 万円工房）に 500 万円を計上。阿南食品は国の効率化等支援事業 660 万円

　町単独の農業機械導入事業補助金（機械 3 分の 2・施設 2 分の 1、上限　町単独の農業機械導入事業補助金（機械 3 分の 2・施設 2 分の 1、上限
各 500 万円）と、国の効率化等支援事業等関連事業の全体像と目的は。各 500 万円）と、国の効率化等支援事業等関連事業の全体像と目的は。

新野りんご団地（阿南食品）と 新規設立予定株新野りんご団地（阿南食品）と 新規設立予定株
式会社へ認定農業者支援！式会社へ認定農業者支援！問問

答答
の採択を見込み、町単独補助と合わせ 1,160 万円を支援（総事業費 2,000 万の採択を見込み、町単独補助と合わせ 1,160 万円を支援（総事業費 2,000 万
円で残りは法人負担）。さらに、国補助の耕作条件改善事業 2,880 万円を計上円で残りは法人負担）。さらに、国補助の耕作条件改善事業 2,880 万円を計上
し、担い手育成と農業基盤の維持強化を進めるもの。し、担い手育成と農業基盤の維持強化を進めるもの。

問問 新野栃洞ため池必要か⁉
　栃洞ため池の調査計画内容は？また　栃洞ため池の調査計画内容は？また
国道改良等で下流域農地の減少で、た国道改良等で下流域農地の減少で、た
め池存続の必要性も検討を。め池存続の必要性も検討を。

答答 　県指定防災重点農業用ため池の位置
づけで、豪雨対策と耐震評価基準未満

のため、必要な工事の測量や詳細設計予算。

問問

答答

答答 色褪せあり今年度予定。色褪せあり今年度予定。

町土捨て場どうなる？

　粟野は町所有したが現状未利　粟野は町所有したが現状未利
用とする。見名は、あと一万立用とする。見名は、あと一万立

米ほど余地あり、水路等構造物工事等米ほど余地あり、水路等構造物工事等
整備予定。今後は町内小規模土捨て場整備予定。今後は町内小規模土捨て場
を複数確保検討。を複数確保検討。

　町取得済み粟野地区土捨て場、盛
土規制法強化で事業中止。今後の町
土捨て場確保と見名の現状は？

粟野土捨て場未利用地粟野土捨て場未利用地 　　不足土は、リニア工事不足土は、リニア工事
発生土搬入予定。要対策発生土搬入予定。要対策
土ではないと聞いてい土ではないと聞いてい

　大下条 128 号工事工期が今年末予定。町は、不足土　大下条 128 号工事工期が今年末予定。町は、不足土
をリニア工事発生土投入と議会報告なく、3 月の区長をリニア工事発生土投入と議会報告なく、3 月の区長
回覧文書で周知。詳細説明と安全確認をすべき。 回覧文書で周知。詳細説明と安全確認をすべき。 

リニア工事発生土搬入⁉リニア工事発生土搬入⁉
　　　　　　　　　　　　　　大下条 128 号線大下条 128 号線問問

答答
る。運搬には、延べ 20 ～ 30る。運搬には、延べ 20 ～ 30
日位、一日に大型ダンプ 40 台日位、一日に大型ダンプ 40 台
分位を見名へ搬入ストックし利分位を見名へ搬入ストックし利
用。安全性の確保はしたい。（再用。安全性の確保はしたい。（再
開日全員協議会で確認）開日全員協議会で確認）

写真上、ゴミ集積所付近（早稲田側）　写真下、同地籍（見名側）写真上、ゴミ集積所付近（早稲田側）　写真下、同地籍（見名側）

問問
中学統合関係予算内容説明を？中学統合関係予算内容説明を？
９年度統合中学準備予算９年度統合中学準備予算

中学統合準備委員会中学統合準備委員会

幸幸
さいさ い

法法
ほうほ う

彩色修復！？彩色修復！？問問
　平成 13 年度施
工の道の駅幸法彩
色修復必要か！？

　校名変更に伴い学校看板設置。校章検討中だが、　校名変更に伴い学校看板設置。校章検討中だが、
体育館どん帳校章変更。校歌額等設置。新野スクー体育館どん帳校章変更。校歌額等設置。新野スクー

ルバス購入。駐車場舗装整備。給食運搬用車両購入を計上。ルバス購入。駐車場舗装整備。給食運搬用車両購入を計上。
答答
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主
な
審
査
内
容

主
な
審
査
内
容

主
な
審
査
内
容

主
な
審
査
内
容

主
な
審
査
内
容

以
上
当
初
予
算

6
件
の
審
査
結
果
は

原
案
可
決

す
べ
き
も
の

　　調理員に 3 月中に話す予定で雇用継続調理員に 3 月中に話す予定で雇用継続
できるよう委託業者と打合せ中。9 年度できるよう委託業者と打合せ中。9 年度

　新野給食センター 9 年度閉鎖し給食運搬に伴う就業　新野給食センター 9 年度閉鎖し給食運搬に伴う就業
者雇用継続等対応と新野地区説明は？者雇用継続等対応と新野地区説明は？

９年度新野小給食運搬‼９年度新野小給食運搬‼問問

答答
で栄養士職員の加配終了もあり、給食センターで栄養士職員の加配終了もあり、給食センター
統合は早期に PTA 総会等で説明予定。統合は早期に PTA 総会等で説明予定。

◀こども
　家庭庁
　HP参照

　

委
託
料
が
若
干
上
が
る
が
、

委
託
先
が
厚
生
連
か
ら
中
部
公

衆
医
学
研
究
所
に
変
更
。

令
和
８
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
当
初
予
算

問問 特
定
検
診
依
頼
先
中
部
公
衆
へ

特
定
検
診
依
頼
先
中
部
公
衆
へ

歳
入
歳
出
９
，３
２
５
万
6
千
円
、

対
前
年
比
１
，２
０
９
万
9
千
円（
０
・
16
％
増
）

保
険
料
改
定
年
で
均
等
割
4
万
４
，３
６

５
円
が
4
万
８
，８
２
７
円
、
４
，４
６
２

円
増
。
所
得
割
率
９
・
45
％
が
８
・
80
％
、

１・45
％
減
と
な
り
、
新
た
に
子
ど
も
子
育

て
支
援
金
分
、
均
等
割
１
，３
３
９
円
、
所

得
割
０
・
25
％
を
追
加
。

特
定
検
診
の
依
頼
先
が
変
わ
る
？

答答

水
道
使
用
料

水
道
使
用
料
55
％
！？
％
！？

　
水
道
使
用
料
新
年
度
か
ら

値
上
げ
見
込
み
？

令
和
８
年
度

簡
易
水
道
事
業
会
計
当
初
予
算

問問 歳
入
歳
出（
現
金
会
計
換
算
）

2
億
８
，８
４
０
万
9
千
円
、

対
前
年
比
３
，２
１
１
万
5
千
円（
12
・
5
％
減
）

管
路
更
新
工
事
精
算
業
務
と
第
二
導
水
ポ

ン
プ
場
非
常
用
発
電
機
更
新
。

　

4
月
使
用
分
か
ら
5
％
値
上

げ
、6
月
納
付
分
反
映
。収
入
と
し

て
は
５
０
０
万
円
弱
増
額
計
上
。

答答

答答
　
検
討
時
に
は
、
窒
素
分
過
多

等
課
題
は
注
意
す
る
。

令
和
８
年
度

下
水
道
事
業
会
計
当
初
予
算

問問 農
業
集
落
排
水
本
来
の
目
的

農
業
集
落
排
水
本
来
の
目
的

歳
入
歳
出（
現
金
会
計
換
算
）

21
億
５
，９
７
６
万
8
千
円
、

対
前
年
比
３
，１
８
１
万
円（
16
・
６
％
減
）

新
野
処
理
場
前
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
非
常

用
発
電
機
更
新
、
浄
水
セ
ン
タ
ー
水
中
ポ

ン
プ
更
新
。
下
水
道
料
金
5
％
値
上
げ
。

　
集
合
処
理
か
ら
個
別
処
理
へ
の
転
換

等
の
話
が
一
般
質
問
で
あ
っ
た
が
、
農

業
集
落
排
水
施
設
建
設
時
の
本
来
の
目

的
が
、
農
業
用
水
路
浄
化
が
目
的
で

あ
っ
た
。
将
来
個
別
処
理
に
変
更
検
討

時
、
農
業
用
水
路
へ
の
影
響
考
慮
す
る

必
要
性
が
あ
る
。

令
和
８
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算

問問 保
険
料
上
乗
せ
い
つ
か
ら
？

保
険
料
上
乗
せ
い
つ
か
ら
？

歳
入
歳
出
4
億
１
，６
７
１
万
8
千
円

前
年
度
比
１
，６
３
１
万
4
千
円（
３
・
８
％
の
減
）

国
保
税
率
据
え
置
き
、
被
保
険
者
7
％
減

少
で
税
収
６
０
６
万
円
減
収
、
8
年
度
か

ら
子
ど
も
子
育
て
支
援
納
付
金
分
１
８
０

万
8
千
円
見
込
む
。

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
分
が
8
年
度

か
ら
上
乗
せ
さ
れ
る
が
い
つ
か
ら
？

　
国
の
制
度
で
決
ま
っ
た
こ
と

で
、
町
で
は
7
月
分
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
率
確
定
し
て
徴
収
開
始

と
な
る
。
現
在
の
試
算
で
は
ひ
と
月

一
人
当
た
り
２
９
７
円
の
予
定
。

答答答答　
現
状
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
近
隣
自
治
体
の
様
子
を

み
て
検
討
し
た
い
。

令
和
８
年
度

介
護
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算

住
宅
改
修
費
用
直
接
支
払
は
？

住
宅
改
修
費
用
直
接
支
払
は
？

歳
入
歳
出
7
億
６
，４
０
０
万
円
、

対
前
年
比
１
２
０
万
円（
０
・
16
％
増
）

保
険
料
標
準
額
６
，９
０
０
円
据
え
置
き

（
令
和
6
～
8
年
度
）。

問問
　

介
護
保
険
利
用
で
の
住
宅
改
修
費
用
を
保

険
者
が
業
者
に
払
わ
な
く
て
も
良
い
制
度
実

施
自
治
体
あ
る
が
、
町
も
実
施
で
き
な
い
か
？

問問 保小中で給食完全無償化‼

答答 　具体的な国からの通達はない　具体的な国からの通達はない
が、県交付金として小学生 1人当が、県交付金として小学生 1人当

たり月 5,200 円 11 か月分歳入計上し、たり月 5,200 円 11 か月分歳入計上し、
残りは町単独財源でまかなう。残りは町単独財源でまかなう。

　国が小学校給食無償化としたことで　国が小学校給食無償化としたことで
町も保育園、小中学校給食の無償化に町も保育園、小中学校給食の無償化に
踏み切ったが、国県からの交付金や財踏み切ったが、国県からの交付金や財
源等は？源等は？
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２　 月３　 月 １　 月

11
日

21
日

26
日

28
日

29
日

30
日

2
日

3
日

12
日

18
日

24
日

25
日

26
日

27
日

3
日

9
日

11
日

17
日

18
日

24
日

26
日

30
日

消
防
団
出
初
め
式

議
会
運
営
研
修
会（
松
本
市
・
議
会
運
営
委
員
）

議
員
勉
強
会（
近
隣
温
泉
施
設
視
察
　
下
條
村
他
）

議
会
運
営
委
員
会

南
部
地
区
議
員
研
修
会（
天
龍
村
）

議
会
全
員
協
議
会

飯
伊
議
員
研
修
会（
飯
田
市
）

第
1
回
議
会
臨
時
会

広
域
連
合
議
会（
関
係
議
員
）

国
保
運
営
協
議
会（
関
係
議
員
）

広
域
連
合
議
会（
関
係
議
員
）

下
伊
那
南
部
総
合
事
務
組
合
定
例
会（
阿
南
町
・
関
係
議
員
）

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

南
部
地
区
議
員
会
評
議
員
会（
阿
南
町
）

第
2
回
議
会
3
月
定
例
会

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

富
草
・
大
下
条
・
和
合
小
学
校
卒
業
式

新
野
小
学
校
、
阿
南
第
一
・
第
二
中
学
校
卒
業
式

議
会
広
報
公
聴
委
員
会

議
会
広
報
公
聴
委
員
会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

町長あいさつから町長あいさつから3 月議会定例会

●�令和 8年度予算は、経常経費、継続事業や町民福祉に資する経費を中心に「骨格予算」。
●令和 8年度主な重点事業
・新野へき地診療所の公営化
・HHOライフセンター運営事業
・子育て支援　保育園、小学校、中学校の給食費無償化
・�農業商業関係指定管理施設（あなん食彩館、阿南温泉かじかの湯、なんぐうマート、道の駅信州新野千
石平）指定管理者へ町が運営業務委託料支払いと町への従来の施設使用料から 95％減額等の在り方見
直し（令和 7年度 3月補正から）
・統合中学に向けた施設整備等準備（送迎スクールバス購入、給食運搬車、校章、どん帳等）
・�コミュニティの森施設整備（令和 8年度は町民体育館へ非常用発電、太陽光発電および蓄電設備を整
備し防災拠点機能強化。令和 9年度以降、武道館床フローリング化、景観等整備）

●新年度からの補助制度見直し
・�各種予防接種の実施方法及び負担金の見直し（肺炎球菌予防接種個人負担金 2千円 500 円の増額。児
童インフルエンザ予防接種年齢を月齢 6か月に引き下げ、高校生まで拡大ほか）
・�介護職員等就労定着支援事業補助金（町内福祉施設新規就労者6
か月経過と 3年経過後に各 20万円支給）新設
・�障害者施設等通所費補助金（町内障がい者就労支援施設等への
公共交通機関通所費用の２分の１、上限月 5,000 円補助）新設
・�エアコン購入補助対象年齢を 70歳以上世帯へ引き下げ、上限
額 7万 5千円へ引き上げほか

●水田農業持続化支援金事業 1年延長（令和 9年 3月末まで）
●町民バス事業 2年ぶりダイヤ改正（4月 1日より）

三
遠
南
信
道
青
崩
峠
ト
ン
ネ
ル

建
設
現
場
県
境
付
近
地
籍

　
　（
南
部
地
区
議
員
研
修
会
）

5月 10日退任予定の町長へ花束贈呈
（議会再開日 3月 17日）
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　一般質問は7人が行いました。　一般質問は7人が行いました。
一般質問録画放送は一般質問録画放送は

「令和8年3月定例会YouTube チャンネル」「令和8年3月定例会YouTube チャンネル」
からご覧くださいからご覧ください

●
小
泉　
令
和
9
年
度
、
富
草

小
学
校
、
11
年
度
、
大
下
条
小

学
校
で
複
式
学
級
開
始
。
教
育

委
員
会
の
考
え
と
保
護
者
説
明

は
。

■
教
委
事
務
局
長　
現
在
、
平

成
30
年
度
教
育
環
境
在
り
方
検

討
委
員
会
答
申
の
保
育
園
・
小

学
校
現
状
維

持
が
基
本
方

針
の
考
え
。

富
草
小
学
校

で
複
式
学
級

の
保
護
者
説

明
始
め
た
。

●
小
泉　
答

申
か
ら
年
数

経
過
し
現
状

大
き
く
変
化
。

小
学
校
・
保

育
園
の
将
来

像
も
中
学
統

合
併
せ
早
期

に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る

が
、
見
解
を
。

■
教
委
事
務
局
長　
答
申
の
現

状
維
持
尊
重
。
将
来
像
検
討
し

つ
つ
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

■
教
育
長　
児
童
数
減
少
で
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
据
え

た
一
体
的
教
育
必
要
。
将
来
像

を
描
き
、
地
域
と
対
話
し
最
善

の
環
境
を
整
え
て
い
く
べ
き
。

●
小
泉　
答
申
後
7
年
も
経
過
。

現
状
考
え
、
委
員
会
再
開
や
保

護
者
・
地
域
の
話
し
合
い
等
、開

始
時
期
、
進
め
方
の
考
え
を
。

■
教
委
事
務
局
長　
令
和
8
年

度
骨
格
予
算
で
将
来
像
示
せ
な

い
が
、
検
討
、
議
論
進
め
て
い

く
。

●
小
泉　
骨
格
予
算
は
別
。
子

ど
も
の
未
来
考
え
先
送
り
せ
ず
、

早
期
検
討
を
。

小泉　健一

問 保育園小学校教育環境
の在り方や将来は

将来像早期検討進める

新野小学校複式学級風景

◆
物
価
高
騰
下
に
お
け
る
生
活

支
援
策
の
行
政
判
断
と
整
理
に

つ
い
て そ

の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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問 独居老老、
生活困窮等の現状、
継続的な支援は

相談のあった方への対応
を重視している 小澤　亮子

●
小
澤　
独
居
老
々
や
生
活
困

窮
の
現
状
と
今
後
の
動
向
は
。

■
民
生
課
長　
２
月
１
日
現
在
、

全
１
，
８
９
６
世
帯
中
75
歳
以

上
の
独
居
４
６
１
世
帯
、
う
ち

施
設
入
所
２
８
７
世
帯
、
老
老

１
１
８
世
帯
、
75
歳
以
上
世
帯

が
32
・
６
％
。
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
に
な
り
一
時
的
に
後

期
高
齢
者
人
口
が
増
え
て
い
る

が
、
今
後
は
単
独
や
老
老
世
帯

が
少
し
増
え
て
い
く
印
象
。

●
小
澤　
一
人
親
世
帯
や
障
害

等
で
生
活
保
護
世
帯
、
家
族
の

介
護
や
そ
の
他
日
常
生
活
上
の

世
話
を
過
度
に
行
っ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
状
況
把
握
は
あ
る
か
。

■
民
生
課
長　
生
活
困
窮
状
態

は
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
把
握

し
て
い
る
現
状
で
、
個
々
の
相

談
へ
の
対
応
を
重
視
し
て
い
る
。

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
は
経
済

状
況
を
含
め
ケ
ア
マ
ネ
が
介
護

計
画
を
立
て
る
が
、
自
宅
生
活

困
難
な
方
は
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
も
検
討
と
な
る
。
生
活
保

護
は
、
直
近
で
は
６
年
度
に
１

名
が
新
た
に
受
給
と
な
っ
た
が
、

独
居
・
老
老
・
一
人
親
世
帯
に

は
該
当
し
な
い
。
一
人
親
に
は

国
の
施
策
で
児
童
扶
養
手
当
を

収
入
に
応
じ
て
給
付
、
町
の
施

策
で
は
親
子
と
も
福
祉
医
療
の

対
象
と
し
て
い
る
。
令
和
５
年

か
ら
数
回
、
低
所
得
者
世
帯
に

対
す
る
物
価
高
騰
へ
の
国
県
補

助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
把
握
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

●
小
澤　
把
握
し
て
い
る
の
は

相
談
の
あ
っ
た
方
と
い
う
こ
と

だ
が
、
生
活
困
窮
や
閉
じ
こ
も

り
等
も
含
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
も
地
域
福
祉
と
い
う
相
談

窓
口
が
あ
る
。
自
立
し
た
生

活
・
就
労
へ
継
続
的
に
支
援
す

る
仕
組
み
も
あ
る
が
、
年
間
10

人
に
満
た
な
い
相
談
者
。
地
域

の
信
頼
で
き
る
援
助
者
へ
つ
な

ぐ
民
生
児
童
委
員
と
も
連
携
し

て
い
る
。
困
っ
て
い
る
方
た
ち

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
が

社
協
の
中
に
も
あ
る
こ
と
を
周

知
し
て
欲
し
い
。

社協地域福祉に
お気軽にご相談ください

◆
家
庭
同
様
の
環
境
を
提
供
す

る
養
育
里
親
制
度
へ
の
理
解
を

広
げ
る
た
め
に

◆
持
続
可
能
な
集
落
の
在
り
方

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

かじかの湯玄関

平塚伊久夫

払
っ
て
お
り
、

各
施
設
ご
と
の

事
業
実
施
、
経

営
状
況
、
問
題

点
や
改
善
点
等
、

指
定
管
理
者
と

協
議
し
、
町
も

運
営
に
対
し
意

見
を
述
べ
て
い

る
。

●
平
塚　
先
日
、

議
員
勉
強
会
を

行
い
近
隣
温
泉

４
施
設
（
か
ぐ

ら
・
コ
ス
モ
ス
・
お
き
よ
め
・

ひ
ま
わ
り
の
湯
）
の
管
理
者
と

意
見
交
換
を
し
た
。
経
営
基
盤

の
違
い
は
あ
る
が
ど
こ
も
状
況

は
厳
し
く
、
入
湯
者
確
保
・
食

事
処
を
ど
う
活
か
す
か
が
課
題
。

今
後
、
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
温

泉
パ
ワ
ー
を
観
光
に
活
か
し
て

は
。

■
振
興
課
長　
今
後
の
戦
略
や

方
向
性
は
、
損
益
を
含
め
た
運

営
面
を
考
慮
す
る
中
で
、
現
時

点
で
は
町
民
の
皆
様
と
検
討
す

る
予
定
は
な
い
。

●
平
塚　
地
域
学
習
と
し
て
温

泉
の
課
題
を
地
元
の
中
高
生
に

も
一
緒
に
考
え
て
も
ら
う
こ
と

は
。

■
振
興
課
長　
学
校
の
年
間
予

定
も
あ
る
が
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
で
生
徒
の
目
線
か
ら
の

意
見
や
提
案
を
頂
け
れ
ば
検
討

し
た
い
。

●
平
塚　
か
じ
か
の
湯
の
レ
ジ

は
、
カ
ー
ド
決
済
に
で
き
る
の

か
。

■
振
興
課
長　
今
年
度
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
裁
に
対
応
し
た
レ

ジ
を
導
入
、
合
わ
せ
て
陶
芸
館

も
実
施
。
今
後
は
早
期
に
全
施

設
で
導
入
で
き
る
よ
う
協
議
し

て
い
く
。

●
平
塚　
か
じ
か
の
湯
の
運
営

に
つ
い
て
指
定
管
理
会
社
へ
任

せ
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
程
度

問
題
を
指
摘
で
き
る
の
か
。

■
振
興
課
長　
か
じ
か
の
湯
を

含
む
ゆ
う
ゆ
～
ら
ん
ど
阿
南
に

つ
い
て
は
、
四
半
期
ご
と
に
事

業
報
告
を
求
め
指
定
管
理
料
を

問 かじかの湯の運営に
ついて

利用者の利便性を考慮して進める
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中学入学準備品

平和求める

◆
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

奨
励
を

◆
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
を
勧
め
て

◆
国
保
基
金
で
健
康
増
進
支
援

金
を

◆
待
っ
た
な
し
の
人
口
減
少
対

策◆
水
道
水
源
確
保
は
大
丈
夫
か

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

問 中学入学時の親の負担
軽減を

中学校入学時の、入学準備金
補助は考えていない 村澤　博光

●
村
澤　
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
行
く
生
徒
の
様
々
な
費
用
は

ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
聞
い
た

と
こ
ろ
、
平
均
８
万
円
か
ら
12

万
円
。
就
学
援
助
の
制
度
等
も

あ
る
が
物
価
高
も
あ
り
出
費
が

非
常
に
増
え
て
い
る
。
当
町
は
、

中
学
校
か
ら
高
校
へ
行
く
と
き

に
は
商
品
券
事
業
を
実
施
、「
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
行
く
と
き

の
入
学
準
備
金
を
支
援
し
て
い

た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
ね
」

と
い
う
お
話
を
伺
っ
て
き
た
が

い
か
が
か
。

■
教
育
委
員
会
事
務
局
長　
中

学
校
を
卒
業
し
て
進
学
、
就
職

さ
れ
る
段
階
で
、
家
庭
の
負
担

も
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
の
で
、
家
庭
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
よ
う
、
生
徒
１
人
当

た
り
５
万
円
の
商
品
券
を
配
布
。

現
時
点
で
は
中
学
校
入
学
時
の

入
学
準
備
金
補
助
の
拡
充
策
は

考
え
て
い
な
い
。

　

町
は
保
育
園
の
副
食
費
、
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
、

高
校
通
学
補
助
や
修
学
利
子
補

給
な
ど
実
施
。
切
れ
目
の
な
い

教
育
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

●
村
澤　
切
れ
目
の
な
い
と
こ

ろ
で
と
い
う
な
ら
、
小
学
校
か

ら
中
学
校
へ
行
く
こ
と
も
切
れ

目
が
あ
る
わ
け
で
、
今
後
検
討

を
。

●
金
田　
町
は
自
衛
隊
に
対
し

て
、
そ
の
年
度
に
18
歳
、
22
歳

に
な
る
人
の
個
人
情
報
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
を
提

供
し
て
い
る
が
、
個
人
情
報
提

供
を
し
て
ほ
し

く
な
い
人
は
除

外
す
る
制
度
は
。

■
総
務
課
長　

こ
の
３
月
か
ら

町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ

を
し
て
い
る
。

●
金
田　
除
外

の
申
請
は
も
っ

と
早
い
時
期
に

受
け
付
け
た
方
が
い
い
。

　

阿
智
村
に
あ
る
満
蒙
開
拓
平

和
記
念
館
が
民
間
で
活
動
し
て

お
り
、
財
源
も
乏
し
い
の
で
、

県
を
は
じ
め
、
各
市
町
村
が
自

治
体
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力

し
て
い
る
。
年
会
費
は
５
万
円

で
、
飯
田
下
伊
那
で
残
念
な
が

ら
当
町
だ
け
が
協
力
し
て
い
な

い
。
思
い
直
し
て
協
力
を
。

■
総
務
課
長　
自
治
体
パ
ー
ト

ナ
ー
は
平
和
を
求
め
る
気
持
ち

を
培
う
た
め
大
切
で
あ
り
、
今

後
も
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

●
金
田　
遺
族
会
と
町
が
主
催

で
慰
霊
祭
を
や
っ
て
き
た
。
遺

族
会
の
皆
さ
ん
も
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
で
、
な
か
な
か
過
去

に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
平
和
を
願

う
機
会
が
持
て
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
が
非
常
に
悲
し
い
。

　

平
和
教
育
の
一
環
で
、
小
中

学
校
の
平
和
学
習
の
感
想
を
慰

霊
祭
で
発
表
し
て
、
若
い
世
代

に
平
和
に
対
す
る
強
い
思
い
を

引
き
継
い
で
ほ
し
い
。

■
総
務
課
長　
小
中
学
生
の
慰

霊
祭
へ
の
参
加
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
的
に
厳
し
い
。
町
の
慰
霊
祭

で
は
遺
族
会
と
相
談
し
て
、
令

和
６
年
度
よ
り
、
遺
族
会
に
よ

る
平
和
殿
拝
殿
、
参
拝
に
先
立

ち
、
午
前
中
、
平
和
殿
を
開
扉

し
て
、
広
く
ご
参
拝
い
た
だ
け

る
よ
う
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

金田　　豊

問 平和学習について、
満蒙開拓平和記念館
自治体パートナーの協力を

引き続き検討していく

◆
医
療
費
負
担
に
つ
い
て

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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尾崎真理子

●
尾
崎　
下
水
道
は
現
在
も
今

後
も
町
の
財
政
負
担
が
大
き
い
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
は
税
金
で
運
営

す
る
も
の
だ
が
、
人
口
も
減
り
、

大
規
模
な
管
路
・
設
備
更
新
を

行
う
必
要
が
あ
る
な
か
で
持
続

可
能
な
運
営
が
で
き
る
の
か
。

長
期
的
な
町
の
財
政
負
担
は
ど

の
く
ら
い
か
。

■
建
設
環
境
課
長　
下
水
道
の

経
営
は
今
後
も
非
常
に
厳
し
い

見
通
し
。
具
体
的
な
負
担
増
の

要
因
は
、
供
用
開
始
か
ら
30
年

以
上
が
経
過
し
、
令
和
５
年
度

を
も
っ
て
国
か
ら
の
交
付
金
が

終
了
。
こ
れ
に
よ
り
約
２
，
７

０
０
万
円
町
か
ら
の
持
ち
出
し

が
新
た
に
発
生
し
て
い
る
。
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
中
長
期
計

画
の
試
算
で
は
、
令
和
15
年
度

か
ら
47
年
度
頃
に
か
け
て
総
額

約
80
億
円
の
改
修
費
用
が
見
込

ま
れ
る
。

●
尾
崎　
人
口
減
や
物
価
高
騰

の
た
め
、
全
国
の
自
治
体
が
策

定
し
た
下
水
道
整
備
計
画
の
約

34
％
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
昨

年
夏
の
国
の
調
査
で
は
、
97
の

自
治
体
が
既
存
の
下
水
道
を
や

め
、
合
併
浄
化
槽
に
転
換
す
る

計
画
だ
そ
う
。
合
併
浄
化
槽
に

限
ら
ず
、
現
在
の
農
村
集
落
排

水
よ
り
小
規
模
な
下
水
処
理
へ

の
切
り
替
え
が
現
実
的
で
は
。

■
建
設
環
境
課
長　
合
併
浄
化

槽
等
へ
の
切
替
え
は
、
防
災
の

観
点
か
ら
も
将
来
に
向
け
た
重

要
な
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て

い
る
が
、
設

置
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
困

難
な
箇
所
が

点
在
し
て
い

る
制
約
も
あ

る
。
集
合
処

理
で
あ
る
下
水
道
事
業
を
選
択

し
た
背
景
に
は
こ
う
し
た
地
理

的
な
事
情
が
あ
っ
た
か
と
思
う
。

当
面
の
方
針
と
し
て
は
、
既
存

の
下
水
道
施
設
の
計
画
的
な
長

寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
維
持
し

て
い
く
。

●
尾
崎　
珠
洲
市
は
能
登
半
島

地
震
で
下
水
道
設
備
が
ほ
ぼ
全

域
で
破
損
し
、
あ
る
地
区
は
合

併
浄
化
槽
で
整
備
し
直
し
た
。

敷
地
の
面
積
な
ど
事
情
は
あ
る

と
思
う
し
、
ど
れ
か
１
つ
の
処

理
方
法
と
い
う
の
は
難
し
い
か

も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

何
を
優
先
し
て
い
く
か
と
い
う

の
を
考
え
て
選
択
す
る
の
は
住

民
。
今
の
下
水
道
事
業
の
状
況

を
、
町
民
に
共
有
し
て
ほ
し
い
。

問 下水をより小規模な
個別処理にできないか

長寿命化を図りながら維持

下水処理イメージ

◆
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
利
用

に
と
も
な
う
課
題
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

実
施
。
現
在
の
放
映
内
容
に
つ

い
て
改
善
を
。
現
在
放
映
期
間

１
週
間
が
長
い
た
め
、
放
映
期

間
を
２
〜
３
日
に
検
討
し
て
は
。

な
お
、
視
聴
率
を
上
げ
る
た
め

に
番
組
表（
１
ヶ
月
程
）を「
広

報
あ
な
ん
」
等
で
町
民
に
知
ら

せ
て
は
。
ま
た
、
ス
ポ
ン
サ
ー

確
保
は
。

■
総
務
課
長　
番
組
表
は
現
在
、

前
の
週
の
金
曜
日
、
土
曜
日
に

文
字
放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。
人
材
や
放
送
内
容
は
、
町

の
方
針
、
現
状
維
持
、
規
模
拡

大
・
縮
小
の
方
針
を
明
確
に
し

た
上
で
措
置
し
て
い
け
れ
ば
。

ス
ポ
ン
サ
ー
は
そ
の
都
度
対
応

し
て
い
く
。
具
体
的
な
企
業
な

ど
あ
れ
ば
相
談
を
。

●
藤
澤　
放
映
技
術
等
向
上
の

た
め
、
職
員
研
修
ま
た
専
門
職

を
。

■
総
務
課
長　
番
組
審
議
委
員

会
で
新
た
な
人
材
の
確
保
、
放

送
内
容
、
運
営
経
費
等
の
意
見

を
頂
い
た
。
技
術
者
は
昨
年
一

般
募
集
し
た
が
、
採
用
に
至
っ

て
い
な
い
。
現
在
、
放
送
の
撮

影
や
編
集
は
ビ
デ
オ
同
好
会
の

方
々
に
大
部
分
を
賄
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
人
員
確
保
の
採

用
は
検
討
す
る
。

問 ケーブルテレビ光ファイバー
化工事に伴う改善

●
藤
澤　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
光
フ
ァ
イ

バ
ー
化
工
事
を
今
年
４
月
か
ら

工
事
費
約
６
億
６
千
万
円
か
け 藤澤　隆壽

放映内容等検討していく

◆
町
長
勇
退
（
副
町
長
７
年
町

長
３
期
12
年
合
計
19
年
）
に
伴

う
自
己
評
価
に
つ
い
て

光ファイバーを新設

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問



12発行／阿南町議会　　編集／議会広報広聴委員会　〒 399-1502　阿南町東條 58-1　℡（0260）22-2141

阿南町議会
http://www.town.anan.nagano.jp/category/living-adm/town-information/anan-gikai/

議会ホームページでは本議会詳細や、議会だよりを
ご覧いただけます。

更に詳しい情報は阿南町議会 HP へ

　

桜
の
花
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
進
学
や
就
職
な
ど
新
た
な
始

ま
り
の
象
徴
で
あ
る
４
月
で
す

が
、
26
日
に
は
町
長
選
挙
・
議
員

の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
私

た
ち
の
代
表
を
選
ぶ
の
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
候
補
者
を
通
じ
町
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
、
議
論
し
、

異
な
る
意
見
を
聞
く
貴
重
な
機
会

で
す
。
見
渡
せ
ば
多
様
な
草
花
が

芽
吹
い
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
声

に
耳
を
傾
け
議
論
す
る
議
会
で
あ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

かじかの湯将来の経営の方向性について近隣地域温泉施設訪問

議会だよりの表紙写真のデータを
募集します!!

町民のみな様に親しまれる議会だよりを目指して

応募いただける方は議会事務局へお電話ください。
〈 募 集 号 〉

R8.7 月、10月、R9.1 月 発行分

（毎号大変苦労して写真を探しています　）

編
集

記
後

（
当
番　

藤
澤
隆
壽
・
平
塚
伊
久
夫
）

平谷温泉
ひまわりの湯

うるぎ温泉
こまどりの湯

天然温泉
おきよめの湯

下條温泉
コスモスの湯

飯田市
かぐらの湯

阿南温泉
かじかの湯

住　　所 平谷村 売木村 天龍村 下條村 飯田市 阿南町

運営形態 第三セクター 村　営 村　営 村　営 指定管理 指定管理

従 業 員 正規職員 11名
パート 33名

正規職員 4名
パート 7名

正規職員 2名
パート 8名

正規職員 2名
パート 2名

他　2名
正規職員 2名
パート 10名

正規職員 8名
パート 9名

年間営業日数 310日 306日 308日 312日 306日 313日

年間温泉利用者数 120,000人 50,000人 59,284人 55,417人 56,000人 84,647人

月平均利用者数 10,000人 4,000人 4,940人 4,600人 4,700人 7,000人

利用客の多い年代 60代 60代 60〜70代 50〜80代 50代 50〜80代

行政からの支援 15,000千円 直　営 直　営 直　営 15,858千円 23,970千円
入
湯
料

大人 900円 600円 600円 500円 800円 800円
小人 500円 300円 300円 200円 400円 400円

　飯田市かぐらの湯、下條村コスモスの湯、天龍村おきよめの湯、平谷村ひまわりの湯を視
察し、管理者と意見交換を行い、今後のかじかの湯の経営の方向性を模索した。

飯田市下伊那 5 温泉施設の状況（売木のこまどりの湯は未訪問）
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議員勉強会　視察　令和８年１月 26 日㈪

かぐらの湯かぐらの湯

コスモスの湯コスモスの湯

おきよめの湯おきよめの湯

ひまわりの湯ひまわりの湯

〈 年間温泉利用者数の比較 〉


